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三宅牧野の維持管理に関する試験  

家畜排ふんによる牧草追播試験  

小林秋雄・宮下光男・浅沼二郎・長谷川松雄・鎌川 登  

（2）糞の採集   

牧草種子給与後の供試牛は舎飼とし．36時間  

経過後から24時間分の糞を採集した，  

／36時間 ＼／2欄間 
ヽ  

ま え が き  

試験圃を設問した三宅村営牧野の概況は，前記  

試験で既に報告したとおりであるが．オ【チャー  

ドグラスを20％程度含む外はケンクッキー31  

フェスタ単一に近い単純植生で牧草の品質が劣悪  
であるから，既に完了している適種遠足試験の結  

果有望視される優良牧草を追挿し，生産される牧  

草品質の向上と草地の維持年限の延長を計る黎を  
目的としている．なお本試験は表土処理による牧  

草追播試験より一年遅れて開始したが，雨読験と  

もに牧草の追捕技術を検討しているもので今後並  
行して実施してゆくものである．この中間報告は  

昭和47年9月と昭和48年9月の2回とも同一  

設計で実施したものの要約である．  

試験材料および方法   

1．処理  

（1）供試牧草と給与方法   

チモシー，バヒアグラス，ケンタッキーブルー  

グラス．レッドトップ計4穐短．供試牛4頭に夫  

々1種類の牧草種子を飼料と共に経口給与した．  

飼料の内訳は，漠厚飼料2kg．ビート′くルプ1．5  

k各 種子1種類0，3kgで採食終了飽こ粗飼料を給  

与した．  

○     〇   

←糞採集→  給与  

制 播種方法と播種年月日   
採集した糞を既存牧野に設置した試験圃上に1  

m当り1ケ所の割合で1～1．21唱量を自然排糞に  

似かよった塊状に投下して播種したものとみなし  
た．播種は昭和47年9月21日と昭和48年9  

月18日の2回である．  

2．奴模   

1Pユ2mX2m＝4m2・lB；4P・3B制  
3．施肥量・調貴方法等   

兼塊には施肥を行なわず，その他の試験圃は慣  

行施肥（10a当・N3・PzO∂・Kコ02．4短）  

とした．刈取は年間4回刈とし．糞塊上は不食過  

繁華として取援い刈取を行なわず生育調香のみ実  
施する．  

講 談 結 果   

1．供試種子の発芽率調査  

牧 草 種 頸   1kg当粒数   
表  

発  芽  率   （％）  

示   4 7 年   4 8 年   

チ   モ   シ   ー   270万   8 0   2 0   6 5   

パ ピ 7 グ ラ ス   36万   30－40   3 5   2 5   

ケンタンキ【ブルーグラス   500万   7 0   7 5   20   

レ ッ  ド ト ッ プ   1，100万   8 5   2 0   3 0  
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2．訳蛛所における糞攻上の発芽調査  

発芽までの所要日数と良否  

牧 草 種 類          4 7 年   4 8 年   4 7 年  4 R 年  チ   モ   シ   ー  10日  榛良  12日  良下  15 9  17  ノく ビ ア グ ラ ス  18  艮  17  良  10 7  3l  ケ ンタ・ノ キープル〉  19  艮  i8  艮  7 2  2 2  レ ッ ド ト ッ プ  10  艮  1l  庫良  6 0  ブラシ状多数  

12偶の糞塊があるがウノの被害のあった数は次  

のとおりである，  

両年度ともに予想よりはるかトニ良好に発芽した．  

初年度は播種後1，5～2ケ月になって．糞塊上に  

発生するウジを野鳥が食するため糞塊を切崩した  

り．散乱させて半数の糞塊に発芽した牧草が全滅  

した．このような訳で2年目は防鳥網をかけて鳥  

害を防除したが，結果は昨年と同様である事から  

鳥賓ではなく，ウジによるものである事が判明し  

た．ウジの発生原因については．1P4個の糞塊の  

の内被害の無いものもあるので牛の個体によるも  

のではなく，排糞直後から集糞までと，集糞して  

ビニール袋に入れて次の糞を入れる都合上開封し  

たままで放置しておいた期間に産卵されたものと  

理解している．ウジの被害のない襲塊は順調に生  

育したが越冬前になって肥料焼けに似た生育障害  

が日立つようになった．1群頸の牧草3Pに合計  

牧  草  種 類   47年   48年   

チ   モ   づ／   －   

パ ピ ア グ ラ ス   

ケンク ッキ”ブルー   

レ ッ  ド ト ッ プ   
3．播種習年の調査結果   

播種した翌年中に計4回の刈取調査を実施した  

が．収最は既存の牧草だけで莱攻上の牧草は刈取  

調査するまでに至らなかった．僅かに47年播種  

のチモシー区だけが第1回と第2岨刈取に収束調  

査を実施する辛ができた．  

導入牧草の混在率（m王 当・g）  

チ モ シ ー 区   既存牧草仏）  埠入牧草（B）  合   計  
（q  更新率（‡）   

1回刈（48・5・10）  274．2  9．9  2B4．l  3．48％  

2回刈（48・6・21）  150．0  3．5  153．5  2．28％  

たので，現地で実際に放牧牛を使っての場合はか  

なりこの試験と異る結果となる事を期待して実証  
試験に移してゆきたい．しかしながら本試験は僅  

かな点（部分）の改良であるため，短期間に数鼻  

的な成果を表わすことが困難で長期間の観察を継  
続しなくてはならない事である．又経口投与した  

牧草磯子が1回に0・3kgでは発芽本数がかなり多  

いので実証試験の場合は減量する必要を認める．   

考察と今後の取扱  

牧草が発芽したばかりの糞塊上にウジが発生し  
試験圃の約半分が被害をうけたが，二年分の試験  

圃を合併するとかなり正常な糞塊が残存している  
ので今後定期的に刈取を実施し柿生の変化を詞杏  
してゆきたい．三宅牧野における放牧牛の糞塊を  

調査したが，このようなウノの発生を認めなかっ  


